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令和７年度第１回愛知県環境審議会専門調査員協議会 会議録 

 
１ 日時 
  令和７年８月１９日（火） 午後２時から午後４時まで 
 
２ 場所 
  愛知県自治センター ６階 603 会議室 

 
３ 出席者 
（１）専門調査員 
   加藤専門調査員、櫛田専門調査員、瀧崎専門調査員、福岡専門調査員、村松専門調査員、岡

田専門調査員、服部(伸)専門調査員、小鹿専門調査員、榊原専門調査員、水野専門調査員、

中尾専門調査員、服部(俊)専門調査員、森専門調査員、山岡専門調査員、𠮷村専門調査員 
（以上１５名） 

 
（２）事務局 

愛知県環境局環境政策部  
自 然 環 境 課：石原担当課長、飛田課長補佐、滝藤主査、城森主査、八木主事、

奥村主事 
東 三 河 総 局 環 境 保 全 課：山内主査 
東三河総局新城設楽振興事務所：尾崎主任 
尾張県民事務所環境保全課 ：小澤主任 
海部県民事務所環境保全課 ：西川主査 
知多県民事務所環境保全課 ：三岡主査 

   西三河県民事務所環境保全課：牧野主査 
（以上１２名） 

 
４ 議題 
（１）自然環境保全地域等の保全に関する対応状況について 

令和６年度愛知県自然環境保全地域等追跡調査における専門調査員からの指摘について、事

務局からその後の対応状況を説明した。 
意見等の概要は次のとおり。 

 

（中尾専門調査員） 

（伊熊神社社叢の植物の食害に対して、植物を）ネットで囲む等の対応が必要であろうとい

う指摘に対して、「（今回は）食害はほとんど確認されなかった。」という回答であった。それで

は「…措置が必要であろう」に対する回答が無い。確認されなかったから設置しないというこ

となのか。「確認されなかった」その後はどうするのか。何も措置をしないことも含めての回答

がないと、指摘に対する回答になっていないのでないか。 
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（事務局） 

現状すべての植生にネットを張るのは難しいので、特に食害が激しいところには一部ネット

設置することが必要だと考えている。今回の回答では設置するとは記載していないが、状況に

よっては設置が必要になると考えている。 

  

（森専門調査員） 

   我々が調べてきて、こういうふうに改善したらいいのではないかという意見に対して、きち

んと回答してくれるようになったと思っている。ただ、以前は調査の箇所が２か所だったのが

減って、間隔が空いたその間に大きく変わってしまっているということが起きている。できた

ら、調査箇所を一人２か所にもう一度戻してもらえたらと思う。 
 

（２）自然環境保全地域に関するウェブページの更新について 
事務局から、自然環境保全地域のうち３地域（小牧大山、伊熊神社社叢、白鳥山）のウェブペ

ージの更新案について説明を行った。 
意見の概要は以下のとおり。 
 
【小牧大山】 
（瀧崎専門調査員） 

    現在、イズセンリョウはサクラソウ科、ヘラシダはメシダ科に変わっているので修正され

たい。 
 

（村松専門調査員） 
    イズセンリョウの写真が上下逆さまである。 

 
（事務局） 
  修正する。 
 
【伊熊神社社叢】 

  （水野専門調査員） 
    アサギマダラの写真だが、標本を植物の上にくっつけて撮った写真ではないか。差し替え

た方がよい。 
 

（小鹿専門調査員） 

    生息している昆虫にキチョウとあるが、キタキチョウが正しい。 
 

  （水野専門調査員） 
    スジグロシロチョウも現在の分類では異なるのではないか。確か今は２種類になっている

ので、表記がこれでよいかは一番新しい図鑑を確認してほしい。 
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（事務局） 
  確認して修正する。 
 
【白鳥山】 
（瀧崎専門調査員） 

    ナンゴクナライシダは南国という名前がついているが、暖地のシダではない。ナライシダ

の中では南の方に寄っているというだけのこと。決して暖地のシダではないので、温帯系に

入れてもいいかと思う。 
 
  （村松専門調査員） 

白鳥山でナンゴクナライシダとホソバナライシダの両方を確認している。しかし雑種が増

えてしまったせいで、ホソバナライシダは消滅してしまった可能性がある。あまり細かいこ

とは書かない方がいいかもしれない。 
 

（加藤専門調査員） 
 ナライシダについてそこまでしっかり調査できていない。調査した際はたまたまナンゴク

ナライシダであっただけかもしれない。ナライシダとされていたものが今は２、３種に分か

れているが、生育している種が明らかでない状況では、この種を載せるべきではないのでは

ないか。 
 
  （水野専門調査員）     

白鳥山にルリボシヤンマは本当にいるのか。どちらかと言うと標高の高いところにいるも

の。オオルリボシヤンマなら平地にもおり、なかなか区別のつきにくい種類。しっかり確認

してほしい。 
     
  （岡田専門調査員） 

   「白鳥山がある設楽町は、中生代白亜紀（約 6,600 万年～1 億 4,300 万年前）にできた片

麻岩や花こう岩からできています。」とある。「約 6,600 万年～1 億 4,300 万年前」とするの

がいいのか、「1億 4,300 万年～6,600 万年前」とするのがいいのか。 
      

（村松専門調査員） 
    一般には数字は小さい方から大きい方へ並べるのではないか。 
  

（森専門調査員） 
   地質関係だと大きい数字から書くが、日本語的には小さい方から並べるのがよいと思う。 

  
  【その他】 
  （福岡専門調査員） 
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    田之士里湿原のサギソウと山中八幡宮のオオフユイチゴの写真も上下逆さまになってい

る。 
 
  （森専門調査員） 

そもそも写真はどこから入手しているのか。誰のものなのか。 
 

  （事務局） 
    パンフレット作成時に専門調査員から提供を受けたものがほとんどだと思う。ただ、上下

逆にしているのは職員のミスかと思う。 
 
  （森専門調査員） 
    これは３つの保全地域のウェブページが新しくなるということか。 
 
  （事務局） 

    順次ウェブページ化しており、まだ修正していないものは元々のパンフレットを pdf で掲

載している。 
 
  （森専門調査員） 
    これ以外にも自分の専門分野で気が付かれたことがあれば、事務局に連絡してほしい。 
 
（３）研究発表  

・櫛田専門調査員（植物部門）から、「希少植物を守る取組 エンシュウツリフネソウとカキツ

バタ群落」 について研究発表がなされた。 
 
（４）その他 

・愛知県環境審議会専門調査員協議会の会議録については、愛知県環境審議会運営規程第７条

第１項の規定に基づき、２名の専門調査員による署名が必要であるため、森専門調査員（地

形・地質部門）及び岡田専門調査員（動物部門）を署名者として選出した。 
 
 
 
 


